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ホームページ URL https://www1.fujisawa-kng.ed.jp/eohba  
励みになる「家庭への知らせ」を目指して 

 １学期も残すところ３週間あまりとなりました。校内を回ると、まとめのテストに集中してい
る子どもの姿や、学んだことを新聞にしたりパソコンを使って表現したりしている様子を見かけ
ます。廊下には今学期に取り組んだ図工や書写の作品が掲示されており、一人ひとりの学びの様
子が見て取れます。本校では、よりよい「家庭への知らせ」（通知表）を目指して、評価について
の検討を重ねてまいりました。現在の学習指導要領では、子どもの学習状況を「知識・技能」「思
考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の三つの観点で評価することになっています。
昨年度は国語の評価を三つの観点評価に変更しました。そして今年度よりすべての教科の評価を
三つの観点で行います。改めて、それぞれの観点の意味や、段階評価の見方をお知らせします。 
 
○三つの観点について 
 ◆知識・技能・・・「何を理解したのか、何ができるようになったのか」 

・単元テストの結果や、観察・実験、実技などから評価します。 
 ◆思考・判断・表現・・・「得た知識や理解を使って、考えたり説明したり工夫したりする」 

・単元テストや新聞・レポート、発表、話し合いの様子などから評価します。 
 ◆主体的に学習に取り組む態度・・・「学習に向かう意欲、粘り強く学習に取り組む姿、自分の

学びを振り返り改善していく調整力、つまずきに気づき学習方法を工夫しようとする力」 
・課題への取り組み方やノート、プリントの記述、発言、子どもの自己評価などから評価し

ます。 
 
○段階評価について 
 「よくできた」・・・学習目標を十分に達成し、意欲をもって自分なりに応用したり工夫したり

しながら学習に取り組んでいる。 
 「できた」・・・学習目標を達成している。単元ごとの学習が身についている。 
 「もう少し」・・・今は学習目標に達していないが、これからの努力で伸びる力がある。 
 

段階評価の結果は、今の自分の学習の状況や力を知り、次へのステップとして努力の方向性を
示すものです。「できた」の評価はよい評価です。引き続き学習に前向きに取り組んでください。
「よくできた」は特別な評価です。学習の仕方を工夫して、さらに力をつけていけるよう期待し
ています。「もう少し」の評価は、あきらめずにがんばろうという思いを込めています。所見欄で
は子どもの励みになるように、学習や生活の様子をお伝えしています。お子さんの学びの強みや
課題を一番知っているのは担任です。子ども達が担任の言葉を受けて、前向きにがんばろうとい
う気持ちになってもらえることを願っています。ご家庭でもお子さんのがんばりに対して、温か
い言葉がけをしていただけたら嬉しく思います。 
 
 
 
 
 

 

 

学校教育目標「心豊かな子」 

 ○めざす子ども像 
・ 心とからだを 大切にする子 ＜自己肯定感・生きる力の土台・命の大切さ＞ 

・ 自分で考えて 行動する子 ＜自主・自律・責任感＞ 

・ みとめ合い 思いやる子 ＜他者理解・受容・共生＞ 



 

 

 

 

 

 

 

夏季研修講座のご案内 

 

夏休み・・・ 安心・安全にすごしましょう 

＜交通ルールを守ろう＞ 
登下校は道の端を広がらずに歩く。横断歩道を渡りまし
ょう。自転車のスピードの出し過ぎに注意しましょう。 
＜町をきれいに＞ 
道路や公園は子どもだけのものではありません。お菓子
などのゴミは持ち帰りましょう。 
＜水の事故に気をつけよう＞ 
プールや海・川で遊ぶ時は、必ず大人と一緒に行動しま
しょう。 
 2 学期にはまた、みんなと元気にあいさつできることを楽

しみにしています。 

もうすぐ七夕です 

今年も OSC のみなさんが七夕飾りを用
意してくださいました。休み時間にたく
さんの子ども達が願いを込めて作った
くす玉飾りは、7/4（土）のちびっ子ド
ームの七夕まつりで飾っていただきま
す。 


